
「
こ
れ
を
見
た
ペ

ト
ロ
は
、
民
衆
に

言
っ
た
。『
…
ア

ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、
イ
サ
ク
の
神
、
ヤ
コ
ブ

の
神
、
わ
た
し
た
ち
の
先
祖
の
神
は
、
そ

の
僕
イ
エ
ス
に
栄
光
を
お
与
え
に
な
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
な
た
が
た
は
こ
の

イ
エ
ス
を
引
き
渡
し
、
ピ
ラ
ト
が
釈
放
し

よ
う
と
決
め
て
い
た
の
に
、
そ
の
面
前
で

こ
の
方
を
拒
み
ま
し
た
。
聖
な
る
正
し
い

方
を
拒
ん
で
、
人
殺
し
の
男
を
赦
す
よ
う

に
要
求
し
た
の
で
す
。
あ
な
た
が
た
は
、

命
へ
の
導
き
手
で
あ
る
方
を
殺
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
神
は
こ
の
方
を
死
者
の
中

か
ら
復
活
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
わ

た
し
た
ち
は
、こ
の
こ
と
の
証
人
で
す
。』」

（
使
徒
言
行
録
３：

12
│
15
）

西
方
キ
リ
ス
ト
教
世
界
は
３
月
31
日
に

復
活
祭
を
祝
っ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
従

い
、
春
分
の
日
の
直
後
の
満
月
の
次
の
日

曜
日
を
復
活
祭
と
定
め
、
毎
年
移
動
す
る

祭
日
。
今
年
は
年
度
の
か
わ
る
末
日
と
な

り
、新
年
度
と
共
に
復
活
節
が
始
ま
っ
た
。

開
花
宣
言
と
共
に
希
望
の
春
が
訪
れ
た
。

使
徒
ペ
ト
ロ
が
堂
々
と
宣
言
す
る「
福
音
」

は
、
十
字
架
に
磔
に
さ
れ
死
し
て
復
活
さ

れ
た
イ
エ
ス
は
救
い
主
キ
リ
ス
ト
で
あ
っ

た
、
と
い
う
こ
と
。
彼
こ
そ
「
人
生
の
道
、

真
理
、
生
命
」
と
し
て
従
う
群
れ
が
２
０

０
０
年
世
界
に
広
が
っ
た
。

（
Ｉ
）

し
て
鎮
め
、
八
大
宮
を
建
立

し
、
秩
父
霊
場
を
開
い
た
と

さ
れ
る
。
平
安
時
代
に
は
一

大
修
験
道
場
・
観
音
霊
場
を

成
し
、
江
戸
開
幕
前
後
か
ら

聖
護
院
の
直
末
寺
と
し
て
隆

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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天
皇
家
の
長
女
愛
子
さ
ま
が
こ
の

４
月
か
ら
日
本
赤
十
字
社
に
勤
務
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
報
道
で
思
い
出
し

た
の
は
２
０
１
４
年
に
開
か
れ
た
、

昭
憲
皇
太
后
基
金
創
設
百
年
を
記
念

し
て
東
京
・
渋
谷
区
の
国
連
大
学
で

開
か
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日

本
発
。
１
０
０
年
続
く
国
際
人
道
支

援
〜
明
治
の
皇
后
『
昭
憲
皇
太
后
基

金
』
と
赤
十
字
〜
」。

愛
子
さ
ま
は
成
年
の
記
者
会
見
で

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
関
心
を

持
っ
て
い
る
」
と
語
ら
れ
た
が
、
災

害
被
災
者
の
救
援
や
福
祉
は
古
く
か

ら
女
性
皇
族
の
活
動
の
場
で
も
あ

る
。
昭
憲
皇
太
后
の
活
躍
は
、
国
際

社
会
に
登
場
し
た
明
治
の
日
本
と
い

う
国
の
在
り
方
を
も
示
す
画
期
で
も

あ
っ
た
。

昭
憲
皇
太
后
と
赤
十
字

明
治
45
年
（
１
９
１
２
）、
米
国

ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回

シ
ン
ポ
で
は
、
当
時
の
日
本
赤
十

字
社
社
長
、
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月

社
連
盟
会
長
の
近
衞
忠
煇
氏
が
「
日

本
か
ら
世
界
へ
　
受
け
継
が
れ
る

『
思
い
や
り
』
の
国
際
貢
献
」
と
題

し
基
調
講
演
し
、「
神
功
皇
后
は
新

羅
と
の
戦
で
降
伏
し
た
敵
兵
を
殺
さ

な
い
よ
う
命
じ
、
光
明
皇
后
は
孤

児
・
貧
困
者
の
救
済
や
傷
病
者
を
施

療
す
る
悲
田
院
と
施
薬
院
を
設
立

し
、
後
醍
醐
天
皇
は
派
遣
し
た
軍
の

戦
闘
法
や
捕
虜
の
扱
い
な
ど
を
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
条
約
の
５
０
０
年
も
前
に
定

め
た
よ
う
に
、
日
本
の
皇
室
に
は
寛

容
と
仁
慈
の
精
神
が
根
付
い
て
い

た
」
と
語
っ
た
。

１
８
７
７
年
の
西
南
戦
争
の
折
に

博
愛
社
が
設
立
さ
れ
、
86
年
に
日
本

政
府
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
加
入
に
伴

い
、
87
年
に
日
本
赤
十
字
社
と
改
称

し
た
。
翌
88
年
に
福
島
県
の
磐
梯
山

が
大
爆
発
す
る
と
、
皇
后
陛
下
は
赤

十
字
社
に
医
師
の
派
遣
を
内
示
さ

赤
十
字
国
際
会
議
に
お
い
て
、
災

害
・
疾
病
・
貧
困
な
ど
に
対
す
る
平

時
の
赤
十
字
活
動
へ
の
支
援
を
目
的

に
、
昭
憲
皇
太
后
が
国
際
赤
十
字
に

下
賜
さ
れ
た
10
万
円
（
現
在
の
３
億

５
千
万
円
に
相
当
）
を
元
に
昭
憲
皇

太
后
基
金
が
創
設
さ
れ
た
。
事
業
が

実
施
さ
れ
た
の
は

大
正
10
年
（
１
９

２
１
）
か
ら
で
、

現
在
ま
で
昭
和
19

年
を
除
く
毎
年
、
昭
憲
皇
太
后
の
命

日
で
あ
る
４
月
11
日
に
、
基
金
の
利

子
が
世
界
各
国
の
赤
十
字
社
、
赤
新

月
社
に
配
分
さ
れ
、
世
界
各
国
・
地

域
の
災
害
や
感
染
症
に
苦
し
む
人
々

の
救
済
や
福
祉
、
防
災
や
病
気
の
予

防
な
ど
の
活
動
に
充
て
ら
れ
て
き

た
。
基
金
は
そ
の
後
、
皇
室
か
ら
の

下
賜
金
や
日
本
政
府
、
日
本
赤
十
字

社
の
協
力
、
明
治
神
宮
、
明
治
神
宮

崇
敬
会
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
で
増
額

さ
れ
て
い
る
。

れ
、
こ
れ
が
赤
十
字
社
に
よ
る
災
害

救
助
の
始
ま
り
と
な
る
。
日
赤
は
１

８
９
０
年
か
ら
看
護
婦
の
養
成
を
始

め
、
戦
時
や
平
時
の
救
恤
活
動
に
尽

力
し
、
第
二
次
大
戦
中
に
は
千
人
以

上
の
殉
職
者
を
出
し
た
。
皇
后
陛
下

自
身
も
日
清
・
日
露
戦
争
時
に
は
傷

病
兵
を
見
舞
わ
れ
、
捕
虜
に
ま
で
義

手
、
義
足
、
義
眼
を
下
賜
さ
れ
た
。

ま
た
、
皇
后
陛
下
が
海
外
の
赤
十

字
活
動
や
王
室
、
女
性
の
慈
善
活
動

に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
昭

憲
皇
太
后
基
金
の
設
立
に
つ
な
が
っ

た
。
そ
れ
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
設

立
さ
れ
た
国
際
連
盟
に
よ
り
、
赤
十

字
の
平
時
の
役
割
が
定
め
ら
れ
る
前

の
こ
と
で
あ
る
。

基
金
の
配
分
は
１
９
２
１
年
か
ら

始
ま
り
、
大
戦
で
大
量
の
難
民
が
発

生
し
、
疫
病
が
流
行
し
て
い
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
赤
十
字
各
社
が
対
象
と
な

り
、
半
分
は
結
核
対
策
だ
っ
た
。
23

年
に
は
日
本
で
関
東
大
震
災
が
起
こ

り
、
大
規
模
な
国
際
救
援
活
動
の
先

例
と
な
る
。
そ
の
支
援
規
模
は
、
２

０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
ま
で
破

ら
れ
な
か
っ
た
。

戦
後
、
基
金
の
配
分
は
途
上
国
の

支
援
に
重
点
が
移
り
、
戦
争
に
伴
う

難
民
や
孤
児
、
未
亡
人
の
救
援
に
も

使
わ
れ
て
い
る
。
赤
十
字
国
際
委
員

会
も
配
分
の
対
象
で
、
昨
年
、
大
き

な
台
風
に
見
舞
わ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
、
国
際
委
員
会
が
中
心
に
な
っ

て
救
援
活
動
を
行
っ
た
。

赤
十
字
の
活
動
が
戦
時
か
ら
平
時

に
変
わ
る
大
き
な
流
れ
を
つ
く
っ
た

同
基
金
の
先
駆
的
役
割
は
世
界
に
誇

っ
て
い
い
。
日
本
の
皇
后
陛
下
の
発

意
に
よ
っ
て
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
る
半

世
紀
も
前
に
、
基
金
が
設
立
さ
れ
た

事
実
に
驚
か
さ
れ
る
。

赤
十
字
を
は
じ
め
被
災
者
支
援
や

福
祉
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
る
女
性
皇

族
の
姿
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に
印

象
的
な
記
憶
と
し
て
残
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
危
機
に
あ
っ
て
も
平
常
心
を
取

り
戻
し
、
周
り
の
人
々
の
た
め
に
尽

く
し
な
が
ら
自
身
も
復
興
し
て
い

く
、
人
と
し
て
生
き
る
道
し
る
べ
と

な
っ
た
。
そ
れ
が
日
本
と
い
う
国
民

国
家
の
形
成
に
大
き
な
力
に
な
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

家
族
の
モ
デ
ル
に
も

皇
族
に
お
け
る
女
性
と
男
性
の
在

り
方
は
、
国
民
に
と
っ
て
家
族
の
一

つ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
よ
う
。
国

民
と
共
に
前
に
向
か
っ
て
力
強
く
進

む
と
と
も
に
、
取
り
残
さ
れ
る
人
が

い
な
い
よ
う
細
か
く
気
配
り
す
る
。

そ
の
両
輪
が
あ
っ
て
、
子
供
ら
は
健

や
か
に
育
ち
、
次
の
家
族
を
創
造
し

て
い
く
。
そ
の
集
積
が
国
の
歴
史
に

な
っ
て
い
る
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
慰
問
を
受
け

た
被
災
者
の
多
く
が
、
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
や
姿
に
接
し
て
生
き
る
力
を
回

復
さ
せ
て
い
る
。
そ
ん
な
国
に
生
ま

れ
、
共
に
歩
め
る
こ
と
を
感
謝
し
、

周
り
の
人
と
地
域
の
た
め
に
働
き
た

い
と
思
う
。

女
性
皇
族
に
見
る
福
祉
の
伝
統

串
を
奉
っ
て
拝
礼
し
、
一
般

参
列
者
が
そ
れ
に
続
い
た
。

塩
谷
宮
司
は
参
列
者
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
、「
武
甲

山
の
龍
神
様
が
地
下
を
通
し

て
里
に
、
今
宮
の
池
に
下
り

て
く
る
恵
み
に
感
謝
す
る
の

が
こ
の
祭
り
。
水
分
神
事
で

総
鎮
守
で
あ
る
秩
父
神
社
に

お
授
け
し
、
そ
の
水
を
用
い

て
秩
父
の
農
耕
が
始
ま
る
。

水
は
秩
父
だ
け
で
な
く
、
下

流
域
の
関
東
平
野
か
ら
大
海

原
に
出
て
、
や
が
て
天
に
昇

り
、
山
に
降
り
て
く
る
。
大

き
な
流
れ
の
春
の
第
一
歩

に
、
今
年
一
年
の
無
事
と
繁

栄
、
皆
様
の
健
康
を
祈
願
す

る
」
と
説
明
し
た
。

来
賓
の
新
井
県
議
は
「
私

は
氏
子
の
一
人
で
、
子
供
の

同
日
午
後
１
時
半
、
白
装

束
で
鍬
を
担
ぐ
農
民
に
扮
し

た
秩
父
神
社
の
神
部
一
行
が

今
宮
神
社
に
到
着
す
る
と
、

水
分
神
事
が
行
わ
れ
た
。
水

麻
（
み
ず
ぬ
さ
）
授
受
の
儀

で
は
、
神
部
代
表
の
黄
色
装

束
の
作
家
老
（
浅
見
弘
氏
）

が
水
麻
を
秩
父
神
社
の
大
澤

社

説

孝
禰
宜
に
渡
し
、
さ
ら
に
今

宮
神
社
の
塩
谷
宮
司
に
渡
さ

れ
、
本
殿
に
奉
斎
さ
れ
た
。

次
に
、
塩
谷
宮
司
が
水
分

の
祝
詞
を
、
大
澤
孝
禰
宜
が

水
乞
い
の
祝
詞
を
奏
上
し
、

豊
作
を
祈
念
し
、
今
宮
神
社

宮
司
、秩
父
神
社
禰
宜
、作

秩
父
神
社
で
伝
統
の
御
田
植
神
事

４
月
４
日
、
埼
玉
県
秩
父

地
方
の
総
鎮
守
・
秩
父
神
社

で
は
、
武
甲
山
の
神
様
を
迎

え
て
豊
作
を
祈
願
す
る
「
御

田
植
神
事
」が
斎
行
さ
れ
た
。

し
め
縄
が
張
ら
れ
た
境
内
を

神
田
に
見
立
て
、
表
の
鳥
居

を
水
口
に
見
立
て
る
龍
の
形

の
稲
わ
ら
が
巻
き
付
け
ら
れ

た
。埼

玉
県
の
選
定
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

家
老
が
玉
串
を
奉
っ
て
拝
礼

し
、
両
関
係
者
が
そ
れ
に
続

い
た
。
そ
の
後
、
八
大
龍
王

の
御
神
徳
水
の
御
恵
み
を
宿

し
た
水
麻
が
、
今
宮
神
社
宮

司
か
ら
秩
父
神
社
禰
宜
へ
、

さ
ら
に
作
家
老
へ
と
授
与
さ

れ
た
。

向
か
う
。神
職
に
先
導
さ
れ
、

笛
と
太
鼓
な
ど
の
楽
士
が
伝

統
の
音
色
を
響
か
せ
な
が

ら
、
水
麻
を
掲
げ
た
作
家
老

と
竹
で
作
っ
た
鍬
を
担
ぐ
神

部
た
ち
と
市
内
を
練
り
歩

き
、
10
分
ほ
ど
で
今
宮
神
社

に
到
着
し
た
。

水
分
神
事
の
後
、
今
宮
神

社
の
神
前
で
水
の
恵
み
を
宿

し
た
水
麻
を
掲
げ
た
神
部
ら

一
行
が
秩
父
神
社
に
戻
る

と
、
作
家
老
は
水
麻
を
田
の

水
口
を
か
た
ど
る
「
藁
の
龍

神
」の
口
に
刺
す
。す
る
と
、

境
内
の
敷
石
に
龍
神
様
の
御

神
霊
が
行
き
渡
り
、
そ
こ
は

一
面
の
水
田
と
な
っ
た
。

午
後
４
時
、
御
田
植
神
事

が
始
ま
り
、
菅
笠
・
白
装
束

の
神
部
た
ち
が
神
社
境
内
の

敷
石
を
水
田
に
見
立
て
て
田

仕
事
の
所
作
を
順
番
に
行

う
。「
苗
代
づ
く
り
」
で
は
、

ま
ず
「
田
打
ち
」
の
所
作
が

行
わ
れ
た
。「
御
代
の
永
田

に
手
に
手
を
揃
え
て
、
急
げ

や
早
苗
〜
」
と
「
田
植
歌
」

を
歌
い
な
が
ら
、
作
家
老
を

先
頭
に
鍬
を
振
り
下
ろ
す
。

次
に「
く
ろ
ぬ
り（
畔
ぬ
り
）」

で
、
神
部
は
鍬
で
土
を
か
き

揚
げ
、
張
り
付
け
る
所
作
を

し
た
。

田
植
え
の
所
作
で
豊
作
祈
る

次
は
馬
に
よ
る「
代
掻
き
」

で
、
神
部
２
人
が
鼻
取
竹

（
馬
）
の
両
側
を
持
ち
、
後

ろ
か
ら
神
部
が
サ
サ
ラ
で
馬

を
叩
き
、
走
ら
せ
る
。
馬
の

役
の
若
い
神
部
は
力
強
く
暴

れ
馬
を
彷
彿
さ
せ
る
所
作
で

演
じ
、
周
り
か
ら
歓
声
が
沸

き
起
こ
っ
て
い
た
。そ
し
て
、

神
部
が
鍬
を
振
り
な
が
ら

「
田
な
ら
し
」
を
し
、
作
家

老
と
神
部
一
人
が
籠
に
入
れ

た
種
も
み
を
苗
代
に
ま
く

「
種
籾
ま
き
」
を
行
っ
た
。

種
も
み
は
昨
年
の
秩
父
夜
祭

で
大
前
に
供
え
ら
れ
た
も

の
。続

い
て
「
本
田
づ
く
り
」

で
、
再
び
「
田
打
ち
」「
く

ろ
ぬ
り
」
が
あ
り
、「
肥
料

ま
き
」
で
は
「
カ
ッ
チ
キ

（
刈
敷
）」
と
呼
ば
れ
る
切
り

藁
が
敷
き
込
ま
れ
た
。「
代

掻
き
」「
田
な
ら
し
」
に
続

い
て
、い
よ
い
よ「
田
植
え
」。

神
部
た
ち
は
後
ろ
向
き
で
苗

に
見
立
て
た
わ
ら
を
植
え
、

一
つ
一
つ
苗
を
植
え
て
い
る

所
作
を
丁
寧
に
演
じ
て
い

た
。
最
後
に
、
秋
の
収
穫
を

示
す
「
餅
ま
き
」
で
は
、
作

家
老
と
神
部
た
ち
が
無
病
息

災
・
開
運
招
福
の
餅
を
見
物

客
に
配
っ
た
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
る
12
月
３

日
の
秩
父
夜
祭
で
は
、
水
口

の
藁
の
龍
神
が
大
真
榊
を
立

て
る
榊
樽
に
巻
き
付
け
ら

れ
、
御
神
幸
行
列
の
先
頭
を

進
む
。
夜
祭
は
豊
作
を
も
た

ら
し
た
「
お
水
」
を
武
甲
山

の
山
の
神
に
返
す
、
新
穀
感

謝
の
祭
り
（
新
嘗
祭
）
で
も

あ
る
。
春
の
水
分
祭
・
御
田

植
祭
で
始
ま
る
水
の
恵
み
が

一
巡
し
、
秩
父
は
無
事
に
新

た
な
年
を
迎
え
る
。

頃
は
神
社
の
境
内
で
遊
ん

だ
。
御
神
木
に
見
守
ら
れ
、

龍
神
様
に
育
ま
れ
た
の
を
実

感
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は

そ
の
恩
返
し
と
し
て
、
地
域

の
皆
様
と
一
緒
に
御
神
木
を

見
守
り
、
今
宮
神
社
を
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
中

井
前
環
境
省
事
務
次
官
は

「
武
甲
山
の
伏
流
水
か
ら
湧

き
立
つ
こ
の
今
宮
の
水
は
環

境
省
の
平
成
の
名
水
百
選
の

一
つ
。
命
の
源
で
あ
る
水
、

そ
の
神
様
で
あ
る
龍
神
は
日

本
人
に
と
っ
て
は
自
然
の
象

徴
と
も
言
え
る
。
こ
の
祭
り

を
通
し
た
自
然
と
の
向
き
合

い
方
は
世
界
人
類
が
共
有
で

き
る
」
と
話
し
た
。

今
宮
神
社
の
地
に
は
古
く

か
ら
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ

の
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
古

伝
に
よ
る
と
、
当
地
の
暴
れ

る
龍
を
、
大
宝
年
間
（
７
０

１
〜
７
０
４
）
に
飛
来
し
た

役
行
者
が
、
観
音
菩
薩
の
宝

珠
を
宿
す
八
大
龍
王
を
合
祀

６
面
の
記
事

に
書
き
切
れ
な

か
っ
た
き
た
や

ま
お
さ
む
氏
の

話
。
元
々
は
カ

ン
ト
リ
ー
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
し
て
い
た

が
、
大
学
時
代
に
加
藤
和

彦
と
出
会
い
関
西
フ
ォ
ー

ク
・
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役

の
一
人
と
な
っ
た
。
デ
ビ

ュ
ー
曲
の
「
帰
っ
て
来
た

ヨ
ッ
パ
ラ
イ
」
は
解
散
す

る
つ
も
り
で
３
０
０
枚
だ

け
作
り
、
知
り
合
い
に
配

っ
た
り
し
た
の
が
東
京
で

ブ
ー
ム
に
な
り
、
２
８
３

万
枚
も
売
れ
て
引
き
返
せ

な
く
な
っ
た
と
い
う
▼
そ

の
加
藤
和
彦
が
２
０
０
９

年
、
軽
井
沢
の
ホ
テ
ル
で

自
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
き

た
や
ま
氏
は
「
食
い
止
め

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
医
師

と
し
て
、友
人
と
し
て
は
、

実
に
無
念
で
あ
る
」
と
の

追
悼
を
寄
せ
て
い
る
。

「
む
な
し
さ
」
を
研
究
し
、

治
療
し
て
き
た
精
神
科
医

と
し
て
も
断
腸
の
思
い
だ

っ
た
だ
ろ
う
▼
フ
ォ
ー

ク
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ
の

「
悲
し
く
て
や
り
き
れ
な

い
」
で
は
、
サ
ト
ウ
ハ
チ

ロ
ー
の
作
詞
で
「
こ
の
限

り
な
い
む
な
し
さ
の
　
救

い
は
な
い
だ
ろ
か
」
と
歌

い
、
宗
教
と
の
接
点
を
感

じ
さ
せ
る
。「
む
な
し
い
」

の
語
源
は
「
み
な
し
」
で
、

「
み
」
と
は
身
や
実
、
味

の
こ
と
。
中
身
が
な
い
、

意
味
が
な
い
と
い
う
状
態

を
指
し
、
そ
こ
か
ら
派
生

し
て
、
価
値
が
な
い
、
本

質
的
な
も
の
が
な
い
と
な

っ
た
と
い
う
▼
そ
れ
に
対

し
て
「
お
も
し
ろ
い
」
の

語
源
は
、
柳
田
国
男
に
よ

る
と
「
面
が
白
く
な
る
」。

昔
、
語
り
部
が
い
ろ
り
を

囲
ん
で
話
を
し
て
い
る

と
、
お
も
し
ろ
い
話
に
聞

き
手
が
思
わ
ず
顔
を
上

げ
、
そ
の
顔
が
火
で
白
く

輝
い
て
見
え
た
こ
と
か
ら

き
た
と
い
う
。
縄
文
時
代

か
ら
の
口
承
文
学
の
一
シ

ー
ン
で
あ
る
▼
む
な
し
さ

も
面
白
い
と
思
え
ば
意
味

が
生
じ
る
。
ま
ず
は
ど
う

し
て
む
な
し
い
と
思
う
の

か
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

そ
れ
が
む
な
し
さ
を
味
わ

う
こ
と
に
な
る
。

御
田
植
祭
に
奉
仕
す
る
の

は
、
秩
父
神
社
御
田
植
祭
保

存
会
の
会
員
た
ち
で
、
高
齢

者
か
ら
青
年
ま
で
幅
広
い
世

代
で
構
成
さ
れ
る
。
40
年
以

上
前
か
ら
作
家
老
を
務
め
て

い
る
浅
見
弘
氏
を
は
じ
め
、

神
部
た
ち
は
伝
統
の
所
作
を

元
気
に
威
勢
よ
く
、
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
演
じ
て
い
た
。

午
後
１
時
、
薗
田
建
（
た

け
る
）
宮
司
以
下
神
職
・
作

家
老
が
本
殿
に
昇
殿
し
、
社

殿
前
の
神
部
た
ち
と
「
御
田

植
祭
」を
斎
行
。神
前
に
は
、

昨
年
の
新
嘗
祭
に
供
え
ら
れ

た
抜
き
穂
の
も
み
１
升
２
合

が
供
え
ら
れ
、
豊
作
を
祈
念

す
る
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
た
。

玉
串
を
奉
奠
の
後
、
山
の
神

（
水
神
、
龍
神
）
の
依
代
で

あ
る
水
麻
を
宮
司
が
取
り
出

し
、
大
澤
孝
禰
宜
か
ら
作
家

老
に
手
渡
さ
れ
た
。

午
後
１
時
半
、
水
乞
い
の

御
神
幸
行
列
が
今
宮
神
社
に

午
前
10
時
半
、
雨
が
止
み

晴
れ
間
が
広
が
る
中
、
祭
事

が
始
ま
っ
た
。
修
祓
の
儀
、

祭
主
一
拝
、
献
饌
の
儀
が
あ

り
祭
主
の
塩
谷
宮
司
が
祝
詞

を
奏
上
し
た
後
、
導
師
・
中

村
慶
海
直
参
大
先
達
（
本
山

派
修
験
）
の
主
導
で
参
列
者

一
同
が
般
若
心
経
を
奉
読
し

た
。
地
元
の
小
学
校
６
年
生

に
よ
る
「
豊
栄
舞
」、
音
楽

家
柚
楽
弥
衣（
ゆ
ら
や
よ
い
）

氏
に
よ
る
歌
唱
が
奉
奏
さ

れ
、
宮
司
が
玉
串
を
奉
っ
て

拝
礼
し
た
。
続
い
て
氏
子
総

代
、
奉
賛
会
会
長
代
理
、
北

堀
篤
・
秩
父
市
長
、
中
井
徳

太
郎
・
前
環
境
省
事
務
次

官
、
新
井
豪
・
埼
玉
県
県
議

会
議
員
、
秩
父
市
議
、
中
町

町
内
会
役
員
ら
代
表
者
が
玉

盛
を
極
め
た
。
明
治
初
め
の

神
仏
分
離
で
「
今
宮
神
社
・

八
大
宮
」
と
「
今
宮
観
音
堂

（
秩
父
札
所
十
四
番
）」
に
分

け
ら
れ
、
龍
神
祭
は
廃
れ
た

が
、
平
成
４
年
に
復
活
。
武

甲
山
は
妙
見
山
と
も
呼
ば

れ
、
古
く
か
ら
妙
見
信
仰
が

根
付
い
て
い
た
。

八
大
龍
王
と
水
の
恵
み
に
感
謝
埼玉県秩父市

４
月
４
日
、
八
大
龍
王
神
の
神
徳
、
水
の
恵
み
に
感
謝
す
る
「
龍
神
祭
」
が
埼
玉
県
秩
父
市
に
あ
る
今
宮
神
社
（
塩

谷
崇
之
宮
司
）
の
大
ケ
ヤ
キ
「
龍
神
木
」
の
前
で
斎
行
さ
れ
た
。
幹
回
り
約
９
メ
ー
ト
ル
の
大
ケ
ヤ
キ
は
樹
齢
約
１
３

０
０
年
で
埼
玉
県
の
天
然
記
念
物
。
同
日
午
後
に
は
、
秩
父
神
社
（
薗
田
建
宮
司
）
か
ら
神
部
（
か
ん
べ
）
の
一
行
を

迎
え
、
田
植
え
の
霊
水
を
分
け
る
「
水
分
（
み
く
ま
り
）
神
事
」
が
古
式
ゆ
か
し
く
行
わ
れ
た
。
同
社
で
は
水
分
の
神

で
あ
る
八
大
龍
王
神
が
祀
ら
れ
、
境
内
の
龍
神
池
に
は
秩
父
の
霊
山
・
武
甲
山
か
ら
の
伏
流
水
が
噴
き
出
し
て
い
る
。

秩父神社の境内で「田打ち」の所作
をする作家老と神部たち＝4月4日、
埼玉県秩父市の秩父神社

市内を練り歩く水乞いの御神幸行列=秩父市
本町交差点付近

玉
串
を
奉
っ
て
拝
礼
す
る
塩
谷
崇
之
宮
司
＝
４
月
４
日
、

埼
玉
県
秩
父
市
の
今
宮
神
社
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日

本
は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
打
破
す
る

カ
ギ
は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で

す
。
日
本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、
愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち

返
っ
て
こ
そ
、
日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。
あ
な
た
も
著
者
と

い
っ
し
ょ
に
、「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
TEL03-3813-6344  Fax03-3813-8990

（
定
価：

本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15

ラ リュミエール１F
TEL03-6657-9000  Fax03-6657-8999
http://www.kisaragibook.com

四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３
月

か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！ 仏
教
の
危
機
人
生
の
危
機
に
希
望
の
矢
を
放
つ…

三
部
作

瑞
田
信
弘（
た
ま
だ
・
の
ぶ
ひ
ろ
）・
著  

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
称
讃
寺
住
職

中
村
メ
イ
コ
さ
ん
と
山
折
哲
雄
先
生
に
訊
く

坊
さ
ん
の
覚
悟

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

釈
尊
か
ら
親
鸞
に
学
ぼ
う

浄
土
真
宗
の
智
慧

寺
院
経
営
が
ピ
ン
チ
！

死
に
方
の
流
儀
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国書刊行会

監
訳
著
・

水
谷
周
訳
補
完
・
杉
本
恭
一
郎

２
０
１
９
年
７
月
第
３
版
発
行
、
資
料
増
補
、大
改
訂
定
価
２
７
０
０
円
＋
税

読
み
や
す
く
、理
解
し
や
す
く
、真
髄
を
極
め
る
達
意
の
新
訳

や
さ
し
い
和
訳

〒174─0056 東京都板橋区志村1─13─15
TEL：03─5970─7421

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
TEL：03-3811-5361 FAX：03-3815-5554

山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
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水分祭で今宮神社の塩谷崇之宮司（左）から水麻
を受け取る秩父神社の大澤孝禰宜（右）


